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概要 

本手法は、研究開発のテーマについてその市場性

を分析する手法を提案する。研究開発テーマの代表

的な単語を対象として、技術ニュースや特許データ

ベースなど性質の異なる複数の自然言語で書かれた

情報リソースを入力とし、Word2vec によるホットワ

ード解析を実施する[1]。市場規模などまだ統計的な

数値データがはっきりとしない分野や、その市場に

おいて独占的な分野があり他の分野が見えにくい状

況においても、客観的かつ短時間に市場を俯瞰する

ことを目指す。 

解析テーマとして、酸素および湿度センサに関す

る市場分析を行った。どちらのセンサも、その既存

市場は自動車産業が大きなシェアを占め[2][3]、それ

以外のニッチな市場は見えにくくなっている。本手

法により、技術ニュースサイトからは可能性のある

市場のホットワードを、特許データベースからは、

その市場と関連性の高い技術を取り出すことができ

た。 

1背景 

研究開発テーマおよび事業成功確率の向上は喫緊

の課題である。例えば、経済産業省が取りまとめた

製造業別研究開発の成功確率のうち、「基礎研究が

事業化に結び付くもの」は平均で 12.3%と、低い値

にとどまっている[4]。このため、どの研究機関が有

望であるかについて、国は研究開発に係る無形資産

価値の可視化についての議論を進めている状況であ

る[5]。しかしながら、研究開発領域、「知」の価値

を評価する際の情報の妥当性について、該当する領

域範囲での経験がなければ研究開発テーマや事業を

適切に評価することができないことが課題となって

おり、またその評価手法については定式化すること

が望まれている。 

一方で市場がまだ形成されていないことが多い研

究開発のテーマについては、定量的なデータが容易

に手に入らないため統計的な手法を使うことができ

ずに、各種定性的な情報を使用する必要がある。定

性的な情報を解析するためのソフトウェアやコンサ

ルティングが増えてきており研究も進んでいるが、

特許や論文といった単一の情報源を処理する例がほ

とんどであり、例えば、ニュースなども含めた上で

の、複数の情報を組み合わせた評価はほとんどない。

これは複数の媒体から得たニュースの評価を行おう

とすると、質の異なるニュース自体を評価する必要

があり、尚且つ、その重要度の判断を人が行なわな

ければならないためである。限られた時間の中でこ

れらの判断を適切に行うことは難しいのが現状であ

る。 

2 関連研究 

売り上げ規模など市場における客観的な情報を使

わない手法としては、大量のテキストデータの解析

手法として、新規性の評価[6][7][8][9]、概要の要約

[10]がある。また、特許をターゲットとしたものでは、

記載技術の価値判断および時系列解析を用いた価値

判断手法として、特許の引用数を使用して対象とす

る技術の価値を判断する手法[11] や、SCDV (Sparse 

Composite Document Vectors )による文書ベクトルと

財務諸表のデータを使用して評価する手法[12]、論

文本数を用いて評価する手法[13]がある。しかしこ

れらの手法は、あくまでも単一の情報リソースから

分析したものであって、複数の情報リソースからデ

ータを得て多角的に評価したものではない。 

3 提案手法 

本研究は、複数の媒体からデータ収集を行い、か

つ技術者 1 名に対して事前ヒアリングを実施した。

技術者より、酸素センサと湿度センサの想定してい

る市場は「1.車載(自動車産業)、2.医療、3.産業機器、

4.家電、5.モバイル、6.IoT(Internet of Things)」との回

答を得た。また、3.1-3.3 でデータセットの収集方法

及び解析手法を述べる。 
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3.1 解析対象とする媒体 

本 研 究 で 対 象 と し た ニ ュ ー ス は 「 日 経

TechFind[14]」「Anews[15]」「Share research[16]」の

3 つの媒体ごとに得たものである。異なる 3 つの媒

体の検索結果を自然言語処理によって評価し、比較

する。まず、日経 TechFind は技術的記事に強みがあ

り、独自に、これから伸びる技術領域についてユー

ザーが簡単に理解できるような工夫がされている。

次に Anews は技術サイトのニュースの中から、研究

開発部門に所属するメンバーの好みが反映されたサ

イトを選択できるため、その部門の嗜好を反映させ

ることができる。最後に Shareresearch は特許に特化

されている媒体であり、ほかの 2 つの媒体と比べて

学術色が強い。 

 

図 1 対象とする 3 つの媒体について 

 

3.2 解析対象とするデータ 

データ範囲は、「日経 TechFind」は 2017 年から

2022 年、「Anews」は 2019 年から 2022 年(のぞく

2020 年)、「Shareresearch」2017 年から 2021 年のも

のである。 

3.3 解析フロー    

        
図 2 本手法のフローチャート 

図 2 に本研究のフローチャートを示す。技術者に

対してヒアリングを実施し、どの分野について自然

言語処理をしたいのか特定をする。次に、特定した

分野に対して 3 つの媒体から記事収集を行う。そし

て、Word 2vec における「skip-gram」[17]によりベク

トル空間を作成し、t-SNE[18]による次元圧縮後、

DBSCAN[19]によるクラスタリングを行った。特許

だけに使用した例としては[1]があるが、今回は 3 つ

の媒体に対しても同じ手法を適用する。最後に、結

果の比較を行う。 
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4 結果 

4.1 「酸素センサ」の解析結果 

酸素センサの解析結果を図 3 に示す、まず「日経

TechFind」は、2019 年度は「血中」「溶存」「無菌」、

2020 年度は「血中」「ウェルネス」「計測」「症状」、

2021 年度は「リハビリテーション」「感度」、2022

年度は「代謝」「精度」という単語の出現が確認で

きた。これらの単語からは医療分野に関して酸素セ

ンサの適性を示すものである。一方「Anews」では

「光線」「破断」といった各研究開発センターのメ

ンバーが興味を持っている分野の単語が集まった。

「Shareresearch」に関しては「冷蔵庫」「𝑁𝑂𝑥(窒素酸

化物)」といった酸素センサが活用されるであろう技

術的な領域に関する単語が導出された。(ここで述べ

た単語については図 3 で赤文字表記を行った。) 

これらの結果から、車載や IoT といった研究開発

センターのメンバーの志向以外に、医療分野や環境

系への市場への発展も期待できるという結果を得る

ことができた。 

4.2「湿度センサ」の解析結果 

湿度センサの解析結果を図 4 に示す。「日経

TechFind」は、2017 年度は「環境」「照度」「気圧」

2018 年度は「温度」「照度」「濃度」、2019 年度は

「温度」「照度」「濃度」、2020 年度は「土壌」「日

照」という単語の出現が確認できた。これらの単語

からは農業分野に関して湿度センサの適性があるの

ではという事を示すものである。一方「Anews」は、

「高機能」「コンセプト」「組み合わせ」「全体的」

といった、システム全体に対してメンバーが興味を

持っているということが判明した。「Shareresearch」

に関しては、「アウトドア」「スプリンクラー」な

ど、湿度センサの使用用途として複数の関連単語を

得た。(ここで述べた単語については図 4 で赤文字表

記を行った。) 

これらの結果から、酸素センサと同様に、研究開

発センターのメンバーの志向以外に環境やシステム、

特定の市場に関する知見を得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 ホットワード「酸素」に関する結果 

 

 

図 4 ホットワード「湿度」に関する結果 
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4.2考察  

酸素センサと湿度センサに対して記事の収集を行

い、自然言語解析を実施したが、「日経 TechFind」

「Anews」「Shareresearch」で同じテーマを扱ってい

るにもかかわらず、それぞれの出力結果は異なって

おり、傾向も媒体ごとに異なっていた。また市場調

査では自動車産業が大きなシェアを占めており、同

様に、技術者の頭の中では「1.車載(自動車産業)、2.

医療、3.産業機器、4.家電、5.モバイル、6.IoT」との

回答だったが、今回の解析結果では主に車載以外の

項目がピックアップされ、一般的な回答とは異なる

結果を得ることが出来た。 

5 おわりに 

本研究では、市場探索の１つの手法として、情報

リソースごとに年代ごとの自然言語処理を行い、重

要単語をピックアップした。これを時系列に並べる

ことでその変遷が分かるようになった。また「日経

TechFind」「Anews」「Shareresearch」の 3 つの媒体

を同一テーマ(「酸素センサ」「湿度センサ」)で自然

言語処理解析することで比較をした。さらに出力結

果と、市場調査及び(技術者に対する)事前ヒアリン

グとの比較を行うことで自動車産業(車載)以外の市

場についての見出しを行うことが出来た。これは、

(同じテーマであっても媒体ごとに出力結果が異な

っており)解析者が多様な見方をすることにつなが

っていると考えられる。人力調査や一般論では見落

としていた情報や市場が見えることになり、これか

らの技術開発の多様化を促し、開発の一助となるだ

ろうと考えている。 

今後は、技術者ヒアリングについて今回は 1 名の

みであったので、特定テーマの複数人員に対して事

前ヒアリングを行いかつ自然言語処理を組み合わせ

る手法について検証を行いたい。また、今回は単語

による市場探索を行ったが、文脈理解、文章や文脈

の単位でクラスタリングできる手法が適切であると

も考えられる。今後はトピックモデルや BERT の適

用も検討していく。 
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